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2/2　　　集積回路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-102
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コネクタ取付板

11／1　　パネルメータ………………ペゼルメータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－5 1 5
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14/1　　ソケット・シールドケース……真空管・ＩＣ・プリント板ソケット　　　　P―555
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20/5　　Ｖべ儿卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-697
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ビ ニ ールチューブ・シリコンチュ ーブ

ベリリアパイプ・ アルミ ナパイプ
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22/2　　〃　　　………ティ・ユニオンティ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ.719

22/3　　　　　〃　　………ブッシュワン型・ミニチュアバルブ　　　　　　　　　Ｐ－720

23/1　　工　　具…………;………電気鏝・コテ先・ニッパ・ストリッパ　　　　　　　Ｐ－731

ラ ヂ オペンチ・ピンセット

23/2　　〃　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥ハサミ・ドライバ・ボックススパナ　　　　　　　　　　Ｐ－732

六角 レンチ・アンプチャンプ

23/3　　半田付材料その他……糸半田・銀ロー棒・ソダーウィック　　　　　　　　　Ｐ－733

キ ム ワイプ・ガ ーゼ・配線用手袋

23/4　非磁性工具……………ドライパ?・Θ　両ロスパナ・モンキレンチ　　　　Ｐ－73４



24/1　　真中（ＢＳ）＋ビス…………丸ビス・なべビス　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ一735

24/2　　　　　　〃　　　　　…………なべビス・丸皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－736

24/3　　　〃　　　　　…………丸皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－737

24/4　　　″　　　　　‥‥‥‥‥‥　　″　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－738

24/5　　　〃　　　　　…………‐皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－739

24/6　　〃　　　　　‥‥‥‥‥‥　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－740

24/7　　真中（ＢＳ）六角ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P―741

24/8　　　　　〃　六角ナット・袋ナット・寸切ボルト　　　　　　　　　　　　　　Ｐ一742

24/9　　　　　〃　平ワッシャ・燐青銅（ＰＢＰ）スプリングワッシャ　　　　　　　P-743

25/1　　ステンレス( s u s30４）?ビス・ボルト　　　　　　　　　　　　　　　　P-744

25/2　　ステンレス( s u s30４）キャップスクリュー・ホロースクリュ　　　　　　Ｐ一７４５

波型ロ ールピニノ・ナット

タッピングビ ス

26/1　　ポリカーボネート……………丸ビス・皿ビス　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ－746

26/2　　　　　　〃　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥ナット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-747

27　　　流体制御素子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P-748
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